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（筆頭著者が記入してください。確認した項目は■，該当しない項目は□のままとしてください。）
〈基本的事項〉
□　投稿者は投稿資格を有し，本年度会費を納入済みである。
□　執筆者以外の共同研究者がいる場合，共同研究者は投稿原稿の内容を承知している。
□　共同研究者の当該研究への貢献度は原稿中に明記されている。
〈倫理・研究手続き〉
□　投稿原稿の内容，および研究手続き全般において，人権の尊重と福祉に十分配慮した。
[bookmark: _Hlk210574826]□　人を対象とする研究を行った場合には，研究が倫理的配慮のもとで実施されたことがわかる記述が原稿に含まれている。
□　原稿本文には投稿者名や所属機関を記載していない。投稿者名や所属機関が推測されるような記述もない。
□　研究に先立ち，研究参加者（調査対象者や被験者，観察対象者等）から同意を得た。やむをえず同意が得られない場合（研究参加者が乳幼児の場合等）は，代替となる手段（保護者や責任者等による承諾等）をとった。
□　個人名や学校・団体名，地名などを実名にする場合，研究参加者（調査・観察対象者や被験者，研究協力者等）と相談して了承を得た。あわせて研究参加者のプライバシーを守る配慮をした。
□　投稿原稿の内容を研究参加者は承知している。
〈投稿倫理〉
□　原稿は著者自身によるオリジナルのものである（公刊されたもの，他で審査中のもの，印刷中もしくは印刷予定のものと同一または同等ではない）。
□　二重投稿，自己剽窃の禁止について理解している。
□　関連する既発表論文等がある場合は，事務局に提出する必要があることを理解している。
〈著作権・資料使用〉
□　写真等を使用している場合，権利者，被写体となった人（またはその保護者や責任者）から投稿・公刊の承諾を得，承諾を得た旨を原稿中に明記している。
□　楽譜，図表，図版その他の著作権・版権に配慮している。
□　インターネット上の情報を使用するにあたって，著作権・プライバシーの保護に十分配慮し，出典とアクセス年月日を明記している。
〈フォーマット・書式〉
□　原稿の分量は投稿規定どおりである。
□　投稿の種類に応じた適切なテンプレート（ページ設定等）を使用している。
□　最新の「執筆の手引き」に示された標準的な書式に則っている。または，研究分野によってこの書式で不都合がある場合，学術的に裏付けられた何らかの一貫した書式に則っている。
□　和文はMS明朝，２桁以上の数字と英文はTimes New Romanを使用している。
□　本文のフォントサイズは10.5ポイントである。
□　図表内の文字は10ポイント以上である。
□　句読点には「，」「。」を使用している。
□　図表・写真・譜例を挿入した場合，各タイトル（キャプション）の位置や１行アケを確認した。
□　ページ番号をつけている。
〈引用・参考文献〉
□　本文中の引用と，文末の【引用・参考文献】は過不足なく対応し，正確に記載されている。
□　本文中の番号と注の番号は過不足なく対応している。
□　文献から直接引用している場合には原文に忠実であり，出典が明記されている。
□　文中における表記には一貫性があることを確認した（同じ意味で同じ用語や記号を用いる場合には，統一した表記となっている）。
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氏名所属は採択後に入れるので投稿時は記入せず空白にしておくこと
　




１．はじめに
これは『音楽教育学』の書評，ならびに『音楽教育実践ジャーナル』の実践紹介，提案，討論，資料等（論文と報告以外）の原稿のテンプレートです。ここに上書きすることで，自動的に投稿規定に示されたページ設定になるよう設定されています。以下，書式の例となるように執筆の方法について記述してありますのでご参照ください。
日本語の書体は，MS明朝を選択してください。MSP明朝のように字間調整機能をもつフォントは字数が変わってくるため使用しないでください。ボールド（太字）機能も使用しないでください。また，英文の書体は，Times New Romanを選択してください。２桁以上の数字はTimes New Romanの半角で表記してください。日本語で半角数字を挿入するときは，自動でCenturyが選択されることが多いので，気をつけてください。
本文，注，引用・参考文献のフォントサイズは10.5ポイントです。

１．１　テンプレート
　『音楽教育学』『音楽教育実践ジャーナル』では，印刷の仕上がりが23字×35行×２段組となっている。このテンプレートに上書きすることによって，印刷時のトラブルを減らすことができる。なお，編集ソフトの都合上，原稿とまったく同じ設定で印刷されるとは限らないので，所定のページ数に収まるように全体にゆとりをもたせてご執筆いただきたい。

１．２　挿入する表・図・写真・譜例等
表や図，写真，譜例については，実際に貼り込む大きさで，データ化したものを文中に挿入する。図表内の文字は10ポイント以上とする。B5判に縮小されることを想定して，十分なスペースをとること。画像データがなく製版希望の場合は大きめの原図を別紙として添付し，文中には貼り込むスペースを空けて原図と対応した通し番号を明記する。

１．３　原稿の分量
　本文の分量はテンプレートの書式（23字×35行×２段）で，『音楽教育学』の書評は２ページ以内，『音楽教育実践ジャーナル』の実践紹介，提案，討論，資料等は４～10ページ以内とする。表や図，写真，タイトル等のスペースも分量に含まれる。

２．執筆例
『音楽教育学』『音楽教育実践ジャーナル』では，最新の学会誌巻末に掲載された投稿規定，および，HPからダウンロードすることができる「執筆の手引き」に書かれた書式を標準としている。執筆に際しては必ず参照していただきたい。研究分野によってこの書式で不都合がある場合には学術的に裏付けられた一貫した書式を用いることができるが，その場合でも最後まで統一した執筆法によって読者にわかりやすい文面にしていただきたい。
ここでは，「執筆の手引き」に沿った執筆例を紹介する。

２．１　引用
　執筆例として引用等の説明をしてみよう。
櫻井（1998）が述べているように，「最後まで記述方式が統一されている必要がある」（p. 71）。このように，短い引用文の場合には文中に引用符で組み込んで示し，長い引用の場合には，前後１行を空けて左端を１字下げ，次のように記載する１）。

長い引用をこのように処理すれば，本文とはっきり区別できる。それゆえ書き手による文章でないことは一目瞭然なので，引用符は必要ない。（ウィンジェル 1994, p. 72）

標準的な書式では，文中に（　）で引用文献の著者姓と発行年，引用，参考にしたページがわかるように示している。上記引用文のような書き方もできるし，著者名が主語になる場合は，先の短い引用文のように，（　）内には発行年とページ数だけ記載する。 櫻井（1998）は，「この方式は……少なくとも社会科学の分野では世界的に認められているものである」と述べている（p. 69）。

２．２　注と参考文献
【注】は，本文に「１）」のように通し番号を付し，説明は本文末尾に文末注としてまとめて示す。投稿の際は，Wordの脚注機能を使用しないこと。なお，印刷上は脚注となることをご承知おきいただきたい。
【引用・参考文献】については，上記のように文中に示しておき，まとめて文章の末尾に欧文はアルファベット，和文（翻訳書も含む）はアイウエオ順で一覧表にする。翻訳書の場合，原書の発行年ではなく，翻訳書の出版年を（　）内に記載する。

【注】
１）引用文の扱いはさまざまあるが，読者にわかりやすくするために，日本音楽教育学会ではこの方式で誌面の統一をはかっている。
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